
西播磨圏域自立支援協議会 活動記録

開催日時 令和６年 10月 10日（木）10:00～11:30

開催場所 宍粟市役所北庁舎４０１会議室

内容
令和６年度 宍粟・佐用地区合同部会

（障害児計画相談に関する連絡会・療育に関する情報交換会・市町部会）

議事

全体司会：宍粟市

【開会】10:00～10:05

堤主任より挨拶

「あいここ‐あそび toまなび-」福田氏より挨拶（R6.10に新規開所）

事業所の内容については、別添１「障害児通所支援事業に関するアンケート」

のとおり。地域交流スペースや会議室等もあるので、是非ご立ち寄りいただけ

れば。

【自立支援協議会について】10:05～10:20

圏域コーディネーター濱本氏より挨拶

 別添２「（地域）自立支援協議会について」に基づき説明。

 事業所、利用者の数は増加。それぞれ課題等はあると思うが、それらの課題

について圏域より狭い、市町の自立支援協議会に担っていただきたいと思っ

て、今回の会を企画している。

 障害者総合支援法にある「地域の実情に応じた」をどう捉え、実行するかは

難しい。簡単に言うならば、様々な人が関わる協議会を設置し、地域の実情

に応じた支援体制を築くというもの。決められた「型」はないので、部会の

数、開催頻度もそれぞれでよく、柔軟に対応すればよい。

 大事なことは、個別のケースを集めること。それが地域の課題となっている

ことが多い。それらを集め、協議する。協議会は「決定機関」ではなく、「課

題を提案し、その対応を考える場」である。

 詳細な機能は資料４枚目のとおり。

【意見交換会】

グループ毎に意見交換を実施。

① 各市町の自立支援協議会について 10:20～11:10

意見交換後、各グループの結果を発表

●１グループ

 宍粟市は全体会、部会等を実施。それぞれが単体として活動しているこ

とから、全体会へ部会等の意見を吸い上げ、全体会での協議結果を個別

の部会等に伝える、というサイクルができていないので、そのサイクル

を整備する必要があるという意見がでた。

  ●２グループ

 宍粟市では会議は開催できているが、全体会と部会等の連携ができてい

ない。各部会等の意見の集約と全体会意見の部会等への展開に向けて取

り組んでいきたい。

  ●３グループ

 上郡町では自立支援協議会自体が開催できていない。

 今回の意見交換で、他市町と連携する等、協議会運営については柔軟な



対応が可能ということがわかったので、今後は対応可能なところから

早々に対応していきたい。

●４グループ

 佐用町の協議会は形骸化。報告事項を共有するだけで、個別のケースを話

し合うような協議会となっていない。

 事業所や法人の横のつながりを展開でき、ざっくばらんな話ができる、小

規模な会議ができればという意見がでた。

② 情報交換 11:10～11:25

それぞれグループ毎に自由に情報交換。

【閉会】

 次回については、次のとおりを予定。

 ・療育に関する情報根幹会（発達検査についての勉強会）

  令和７年２月４日（火）、13日（木）

 ・市町部会

  令和７年２月を予定。詳細な日程は別途連絡。


